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◆
第
１
号
議
案

　

平
成
26
年
度
事
業
報
告
、

　

収
支
決
算
、
利
益
金
処
分

　

に
関
す
る
件

　

（
決
算
内
容
は
４
ｐ
参
照
）

◆
第
２
号
議
案

　

平
成
27
年
度
事
業
計
画
、

　

収
支
予
算
、
資
金
計
画
に

　

関
す
る
件（
卸
団
地
だ
よ
り

　

４
月
号
参
照
）

　

昨
年
度
は
当
組
合
の
創
立

50
周
年
記
念
の
年
で
あ
り
、

記
念
式
典
や
団
地
ま
つ
り
、

記
念
誌
の
発
行
な
ど
多
く
の

行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
当
年
度
は
平
常
の
運
営

に
も
ど
り
ま
す
。

　

組
合
員
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組

合
の
健
全
経
営
と
組
合
員
の

事
業
活
動
を
活
性
化
す
べ

く
、
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

◆
第
３
号
議
案

　

平
成
27
年
度
の
賦
課
金
の

　

額
及
び
徴
収
方
法
決
定　

　

に
関
す
る
件

　

原
案
通
り
、
一
社
月
額

２
０
０
０
円
と
し
、
６
月
と

10
月
に
徴
収
す
る
。

◆
第
４
号
議
案

　

借
入
金
の
最
高
限
度
額
並

　

び
に
一
組
合
員
に
対
す
る
、

　

貸
付
の
最
高
限
度
額
に

　

関
す
る
件

　

現
在
は
借
入
金
、
貸
付
金

共
に
無
い
が
、
非
常
時
な
ど

を
想
定
し
て
、
枠
の
確
保
の

意
味
で
、
借
入
金
最
高
限
度

額
１
億
円
、
一
組
合
員
へ
の

貸
付
限
度
額
１
０
０
０
万
円

と
す
る
。

◆
第
５
号
議
案

　

理
事
・
監
事
へ
の

　

報
酬
限
度
額
に
関
す
る
件

　

理
事
へ
の
報
酬
限
度
額

は
、
年
額
89
万
円
以
内
。
監

事
へ
の
報
酬
限
度
額
は
、
年

額
12
万
円
以
内
と
す
る
。

◆
第
６
号
議
案

　

退
任
役
員
へ
の
退
職
慰
労

　

金
の
贈
呈
に
関
す
る
件

　

今
期
で
退
任
さ
れ
る
役
員

に
対
し
、
役
員
退
職
金
規
程

に
基
づ
き
退
職
慰
労
金
を
贈

呈
す
る
。

◆
第
７
号
議
案

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

　

選
の
件

　

今
総
会
の
終
了
を
も
っ

て
、
役
員
全
員
が
任
期
満
了

と
な
る
の
で
改
選
を
行
う
。

　

選
出
方
法
は
、
指
名
推
薦

制
を
全
員
一
致
で
決
め
、
選

考
委
員
に
小
山
啓
、
半
田
勝

也
、
原
勝
敏
、

久
保
田
秀
彦
、

宮
沢
幸
宏
の
各

氏
を
指
名
し
、

別
室
に
て
選
考

の
結
果
、
理
事

に
は
、
桑
原
茂

実
、高
橋
牧
尋
、

堀
健
二
、
田

中
良
男
、
石
森

義
久
、
田
邉
寛

樹（
以
上
再
任
）

堀
部
俊
行
、
湯

田
勝
己（
以
上

新
任
）の
各
氏

を
、
監
事
に
は

五
十
嵐
康
弘（
再
任
）丸
山
良

治（
新
任
）の
二
氏
が
指
名
さ

れ
、
全
員
が
こ
れ
に
賛
成
し

て
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
理
事
会
を
開
き
、

理
事
長
に
桑
原
茂
実
氏
、
副

理
事
長
に
高
橋
牧
尋
氏
、
堀

健
二
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

以
上
で
議
事
全
て
を
終
了

し
ま
し
た
。

懇
親
会

　

出
席
組
合
員
で
記
念
撮
影

の
後
、
続
い
て
大
ホ
ー
ル
へ

場
所
を
移
し
、
ご
来
賓
を
交

え
て
組
合
員
と
の
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。
懇
親
会
の
冒

頭
に
、
環
境
事
業
へ
の
協
力

企
業
と
し
て
、
㈱
宮
下
組
に

対
し
丸
山
理
事
長
か
ら
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
懇
親
会
へ
は
各

社
２
名
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
、
50
名
の
参
加
を
頂

き
、
盛
大
な
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
の
ご
来
賓
は
、
上
小

地
方
事
務
所
商
工
観
光
課
、

上
田
市
商
工
観
光
部
、
上
田

商
工
会
議
所
、
商
工
中
金
長

野
支
店
、
八
十
二
銀
行
上
田

支
店
、
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
上
田
信
用
金
庫
本
店
、

秋
和
自
治
会
、
桝
網
土
地
改

良
区
、
小
宮
山
税
理
士
事
務

所
の
方
々
で
し
た
。

　

平
成
27
年
度
、
第
52
回
通
常
総
会
が
５
月
26
日
に
上
田
あ
き
ん

ど
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
委
任
状
を
含
め
、
全
組
合
員
32
名
が
出
席
し
、
平
成
26

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
、
平
成
27
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
ご
来
賓
の
紹
介
に
続
き
、
丸
山
理
事
長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
そ
の
後
議
長
に
丸
山
理
事
長
が
選
任
さ
れ
、

議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
　
通
常
総
会
報
告
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５
月
26
日
の
第
52
回
通
常

総
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て

副
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
、
長
野
県
連
合
青
果
㈱
の

堀　

健
二
で
す
。

　

私
が
理
事
に
な
っ
て
か
ら

８
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
回

の
役
員
改
選
に
て
理
事
の
年

齢
が
若
く
な
り
、
行
動
も
早

く
元
気
の
あ
る
上
田
卸
団
地

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
も
経
済
の
活
性

化
策
な
ど
、
発
展
・
成
長
に

正
念
場
を
向
か
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代

が
70
歳
以
上
の
老
人
に
な

り
、少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、

卸
売
業
界
は
厳
し
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

当
組
合
も
今
は
財
務
面
で

は
健
全
で
あ
り
ま
す
が
、
組

合
員
の
減
少
も
考
え
ら
れ
、

団
地
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
く
可
能
性
は
十
分
あ
り
ま

す
。
新
し
い
時
代
に
合
っ
た

改
善
を
継
続
し
、
魅
力
の
あ

る
団
地
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

私
も
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
行
動
力
・
実
行
力

の
あ
る
桑
原
新
理
事
長
の

下
で
、
上
田
卸
商
業
協
同

組
合
の
さ
ら
な
る
発
展
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
総
会
に
お
き
ま

し
て
理
事
に
推
薦
さ
れ
副
理

事
長
に
任
命
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
丸
山
理
事
長
、

宮
下
理
事
が
ご
退
任
に
成
ら

れ
、
新
理
事
長
に
桑
原
前
副

理
事
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
新
た
に
湯
田
、
丸
山

両
社
長
を
理
事
監
事
に
迎

え
、
こ
れ
か
ら
の
卸
団
地
の

運
営
に
向
け
て
若
い
理
事
体

制
が
誠
に
ス
ム
ー
ズ
に
出
来

た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
回
で
３
人
の
理
事

長
さ
ん
に
仕
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
経
験
を
活
か
し

て
、
新
た
な
50
年
に
向
か
っ

て
卸
団
地
の
運
営
を
担
う
新

理
事
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
貢

献
が
出
来
る
様
な
役
割
の
仕

事
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
堀
新
副
理
事
長
の

お
力
を
借
り
な
が
ら
桑
原

理
事
長
の
手
助
け
が
出
来

る
様
２
年
間
勤
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
組
合
員

各
位
様
の
ご
協
力
、
ご
指
導

の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、前
丸
山
理
事
長
、

宮
下
理
事
に
対
し
て
、
今
迄

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し

た
事
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
卸
団
地
の
運

営
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
く
と

共
に
、
ご
健
康
で
更
な
る
ご

活
躍
を
さ
れ
ま
す
事
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
副
理
事

長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

第
52
回
通
常
総
会
の
臨
時

理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
伝

統
あ
る
上
田
卸
商
業
協
同
組

合
六
代
理
事
長
を
拝
命
致
し

ま
し
た
、
上
田
冷
蔵
㈱
の
桑

原
茂
実
と
申
し
ま
す
。

　

初
代
理
事
長
北
沢
勝
様
、

二
代
小
山
喜
太
郎
様
、
三
代

小
池
守
様
、
四
代
小
山
啓
様
、

五
代
丸
山
正
一
理
事
長
と
は

違
い
、
誠
に
浅
学
菲
才
の
私

が
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
責
任

の
重
さ
に
身
が
し
ま
る
思
い

で
す
。

　

私
が
申
す
ま
で
も
な
く
、

地
方
卸
売
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
、
流
通
経
路
の
変
化
、

取
引
構
造
の
変
化
、
他
業
種

と
の
競
争
激
化
等
に
よ
り
大

変
厳
し
い
中
に
あ
り
ま
す
。

上
田
卸
商
業
協
同
組
合
も
加

え
て
、
会
員
の
減
少
、
小
売

店
を
含
む
取
引
先
の
減
少
、

建
物
の
老
朽
化
、
ま
た
土
地

売
却
等
に
よ
り
、
今
後
事
業

収
入
減
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
組
合
は
、
地
域

の
雇
用
を
支
え
、
商
品
の
安

定
供
給
を
図
り
、
豊
か
な
住

民
の
生
活
に
寄
与
し
て
来
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
『
地
方
創
生
』が
叫
ば
れ
る

中
、
益
々
私
た
ち
の
役
割
は
増

し
て
来
る
で
し
ょ
う
。
組
合
の

ビ
ジ
ョン
は
、『
人
、物
、
情
報

の
と
き
め
き
結
節
点
を
目
指

し
て
！
』で
す
。
数
年
前
に
は

企
業
、
職
場
環
境
を
守
る
べ
く

「
ま
ち
づ
く
り
協
定
」を
締
結

し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
、
50

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
全

国
か
ら
公
募
し
た
１
０
９
通
の

中
か
ら
、
組
合
会
館
の
愛
称
を

『
あ
き
ん
ど
ホ
ー
ル
』と
し
ま

し
た
。
商
人
の
代
名
詞
と
も

言
え
る「
近
江
商
人
」は
売
り

手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、世
間

よ
し
の「
三
方
よ
し
」を
格
言

と
し
ま
し
た
。
組
合
員
よ
し
、

取
引
先
よ
し
、
地
域
社
会
よ
し

の
組
合
運
営
を
目
指
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関

係
各
位
の
皆
様
方
に
は
上
田

卸
商
業
協
同
組
合
に
対
し
ま

し
て
倍
旧
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
理
事
長
就
任
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

運　営・組　織　図 役　員　名　簿

代表理事 桑 原 茂 実 上田冷蔵㈱ 新任

副理事長 高 橋 牧 尋 ㈱新村 再任

堀　 健 二 長野県連合青果㈱ 新任

理　　事 田 中 良 男 ㈲田中包装 再任

”

”

”
”
”

”

石 森 義 久 石森㈱ 再任

田 邉  寛 樹 田辺商事㈱ 再任

堀 部 俊 行 ㈲折真 再任

湯 田 勝 己 ㈱ユダ 新任

監　　事 五十嵐 康弘 ㈱長野光商事 再任

丸 山 良 治 ㈱丸山商店 新任

総　　会

理 事 会

理 事 長

事業委員会

活性化委員会

環境委員会

厚生委員会
事 務 局

監 事 会

委員長　堀部俊行　
（㈲折真）

委員長　石森義久
（石森㈱）

委員長　田中良男
（㈲田中包装）

委員長　田邉寛樹
（田辺商事㈱）

問 屋 町 会

十 日 会

青 年 部

食 品 部 会

会長　古田大夫
（ムラタヤ）

会長　田邉寛樹
（田辺商事㈱）

局長　金井清一

理
事
長
就
任
挨
拶

 
理
事
長　

桑
原　

茂
実

副
理
事
長
就
任
に

あ
た
っ
て

副
理
事
長　

高
橋　

牧
尋

副
理
事
長
就
任
に

あ
た
っ
て

副
理
事
長　

堀　

健
二
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理
事
長
と
し
て
の
任
期
中
、

い
く
つ
か
の
懸
案
や
、
大
き

な
事
業
が
あ
り
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と

①�

定
款
変
更
に
よ
り
組
合
員

の
資
格
を
改
訂
し
た
こ
と
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
旧
定
款
や

法
令
で
は
、
法
定
脱
退
に
該

当
す
る
各
社
が
、
不
動
産
賃

貸
業
と
し
て
組
合
員
資
格
を

得
、
ま
た
、
卸
売
に
関
係
あ

る
、
製
造
業
や
小
売
業
も
加

入
の
道
が
ひ
ら
け
ま
し
た
。

②�

街
づ
く
り
協
定
の
制
定
と
組

合
員
と
の
間
で
協
定
締
結
。

　

こ
の
協
定
は
、
今
後
の
卸

団
地
の
乱
開
発
を
防
ぎ
、
相

応
し
く
な
い
業
種
な
ど
の
進

出
を
防
ぐ
指
針
と
し
て
、
役

立
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

③�

Ａ
Ｉ
Ｊ
投
資
顧
問
詐
欺
事

件
に
よ
り
、
卸
団
地
の
厚

生
年
金
基
金
の
解
散
。

　
「
た
よ
り
」の
４
号
と
８

号
で
詳
細
の
報
告
を
し
て
あ

り
ま
す
が
、
約
15
億
円
も
の

巨
額
な
フ
ァ
ン
ド
を
購
入
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
、
基
金

と
し
て
は
、
現
在
で
も
10
億

円
以
上
の
不
足
金
が
生
じ
、

解
散
や
む
な
し
に
至
り
ま

し
た
。

④�

組
合
の
保
有
資
産
の
売
却

と
土
地
の
取
得
な
ど
。

　

昨
年
、
㈱
シ
ス
テ
ム
プ
ラ

ン
、
並
び
に
㈱
新
村
へ
、
組

合
の
所
有
土
地
を
譲
渡
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
組
合

の
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
は

ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
酒
販
か
ら
の
借

地
を
買
収
し
、
年
度
末
に
は

１
０
０
台
以
上
の
駐
車
場
が

完
成
し
ま
し
た
。

⑤�

最
大
の
事
業
で
あ
っ
た
組

合
創
立
50
周
年
記
念
事
業

の
挙
行
。

　

昨
年
10
月
に
関
係
の
ご
来

賓
約
１
０
０
名
を
お
招
き
し

創
立
50
周
年
の
記
念
式
典
な

ど
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
皆
様
と
共
に
祝

う
こ
と
の
で
き
た
一
日
で

し
た
。

　

卸
団
地
ま
つ
り
・
会
館
の

愛
称
募
集
・
記
念
誌
の
発
行

な
ど
、
半
世
紀
の
締
め
く
く

り
に
相
応
し
い
事
業
と
な
り

ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
懸
案
解

決
や
事
業
な
ど
は
、
組
合
員

の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
物
の
結
果
で
あ
り

ま
す
。

　

特
に
、
高
橋
・
桑
原
両
副

理
事
長
、
歴
代
の
役
員
の
皆

様
、
委
員
会
の
皆
様
な
ど
の

ご
協
力
に
は
、
口
で
言
い
尽

く
せ
ぬ
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
新
し
い
体
制

で
の
組
合
運
営
を
、
常
に
新

た
な
挑
戦
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
つ

つ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

理
事
在
任
中
は
大
変
多

く
の
方
々
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
退
任
に
当
た
り

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

上
田
卸
商
業
協
同
組
合

は
五
十
年
の
歴
史
の
中
で
、

五
人
の
理
事
長
に
御
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

歴
代
理
事
長
と
の
思
い
出

の
一
端
を
記
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

初
代
北
沢
理
事
長
の
下
、

ま
だ
一
面
農
地
で
あ
っ
た
敷

地
に
ど
の
よ
う
な
卸
団
地
を

つ
く
る
か
議
論
し
建
設
計
画

を
進
め
ま
し
た
。
当
時
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
で
建
設
資
材
が

高
騰
す
る
等
様
々
な
問
題
を

乗
り
越
え
て
の
団
地
造
成
で

し
た
。
そ
ん
な
折
、
北
沢
理

事
長
が
上
田
卸
組
合
は「
運

命
共
同
体
」で
あ
る
、
と
話

さ
れ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
北
沢
理
事
長

は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別

力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
今
は
亡
き
御
子
息
の
恵

さ
ん
、
田
辺
商
事
の
昭
夫
さ

ん
両
先
輩
と
一
緒
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
卸
団
地

チ
ー
ム
を
作
り
市
民
大
会
に

参
加
し
た
の
も
楽
し
い
思
い

出
で
す
。

　

二
代
目
、
小
山
喜
太
郎
理

事
長
は
、
上
田
商
工
会
議
所

会
頭
の
要
職
に
あ
り
大
変
お

忙
し
い
中
、
明
る
く
組
合
員

を
ま
と
め
ら
れ
組
合
の
基
礎

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
折
、
JC
の

同
期
の
仲
間
が
真
田
町
に
福

祉
施
設「
か
り
が
ね
学
園
」を

創
設
し
た
い
と
活
動
し
て
お

り
ま
し
た
。
小
山
さ
ん
に
か

り
が
ね
学
園
初
代
理
事
長
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く

引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
福

祉
事
業
に
も
大
き
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

　

三
代
目
小
池
守
理
事
長
、

四
代
目
小
山
啓
理
事
長
、
五

代
目
丸
山
正
一
理
事
長
は
現

在
も
御
活
躍
中
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
組
合
運
営
の
御
指

導
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
各
理
事
長
ご
在
任
中

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
流
通

変
化
に
よ
っ
て
生
ず
る
諸
問

題
を
適
切
に
解
決
に
導
か

れ
、
又
組
合
の
健
全
財
政
を

構
築
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
組
合
員
と
し
て
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
感
謝
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
総
会
に
お
い
て
、

六
代
目
桑
原
茂
実
理
事
長
が

誕
生
し
、
若
い
理
事
役
員
も

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
桑
原
新

理
事
長
の
卓
越
し
た
行
動
力
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
若

い
力
を
結
集
し
て
新
し
い
時

代
に
あ
っ
た
上
田
卸
組
合
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事
長
を
退
任
し
て   

　
＊
お
礼
の
ご
挨
拶
＊

　
　
　
　
　

丸
山　

正
一　

　
理
事
退
任
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　

宮
下　

信
義

　

平
成
23
年
５
月
の
通
常
総
会
に
於
い
て
、
小
山
前
理
事
長
の
後

任
と
し
て
、
第
５
代
理
事
長
を
お
引
き
受
け
し
て
以
来
、
２
期
４

年
間
の
在
任
中
、
役
員
は
じ
め
、
組
合
員
の
皆
様
、
関
係
機
関
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
任
期
中
の
職
務
を
全

う
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
か
げ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
23
日	

団
体
中
央
会
理
事
会　

　
　

�
�

理
事
長（
長
野
）

　
　

25
日 

卸
団
地
青
年
部
総
会　

９
名

　
　

28
日 

活
性
化
委
員
会　

８
名

　
　

29
日 

春
季
ゴ
ル
フ
大
会

�　

�

　
（
浅
間
高
原
㏄
）34
名

５
月
８
日	

火
災
共
済
監
査
会

　
　
　
　
　

�

理
事
長（
長
野
）

　
　

12
日 

食
品
部
会
総
会　

５
名

　
　

15
日 

正
副
理
事
長
会　

　

 

理
事
会

　

 

中
央
会
上
小
支
部
役
員
会

　

�

　

理
事
長（
祥
園
）

　
　

18
日 

火
災
共
済
理
事
会

　

�

　

理
事
長（
長
野
）

　
　

19
日 

春
の
一
斉
清
掃　

54
名

　
　

20
日 

団
体
中
央
会
通
常
総
代
会

　

�

　

桑
原（
長
野
）

　
　

26
日 

第
52
回
定
時
総
会　

23
名

６
月
３
日	

上
田
法
人
会
総
会　

金
井

　
　

９
日	

厚
生
年
金
基
金
資
産
運
用
委
員
会�

　

�

　

高
橋
・
金
井（
松
本
）

　	

理
事
会　

　

 

新
旧
役
員
歓
送
迎
会（
香
青
軒
）

　
　

12
日 

活
性
化
委
員
会　

5
名

　	

青
年
中
央
会
通
常
総
会
及
び

　

�

　

研
修
会（
さ
さ
や
）

　
　

16
日�

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

�

　
（
プ
ラ
ザ
ボ
ウ
ル
）55
名

　
　

18
日�

火
災
共
済
通
常
総
代
会

　

 

　

理
事
長
・
丸
山（
長
野
）

23
～
24
日 

食
品
部
会
視
察
研
修
旅
行（
金
沢
）

　
　

25
日�

商
団
連
通
常
総
会　

理
事
長（
東
京
）

　

�

「
あ
き
ん
ど
市
」出
店
者
説
明
会

�　

�

連
絡
協
議
会
・
健
保
組
合
会（
松
本
）

　
　

29
日 

青
年
中
央
会
上
小
支
部
総
会
・

　

�

　

研
修
会（
さ
さ
や
）

　
　

30
日 

団
体
中
央
会
上
小
・

　

�

　

佐
久
合
同
正
副
支
部
長
会

　

 

　

理
事
長（
小
諸
）

組
合
の
動
き
（
抜
粋
）

（
会
議
な
ど
の
出
席
状
況
）



上田卸団地だより 平成27年７月１日　［4］第 15号

他23店舗出店開催

訳あり市　改め
信州上田さなだ六文銭

プレミアム商品券 ￥1,000
信
州
上
田
さ
な
だ
六
文
銭

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
￥
500

卸会館新名称 （旧上田卸会館）

7 12 日
午
前

午
後10：00～　2：00

2015年
開催
日時

会場

下関
商工会議所
協賛出店下関
商工会議所

下関
商工会議所

による
海産物の販売！

協賛出店

プレミアム商品券プレミアム商品券

平成26年度  
決算報告

損益計算書
自平成26年４月1日　至27年３月31日 単位：千円

支　出　の　部 金　額 収　入　の　部 金　額
事業費　 福利厚生事業費 601 事業収入 共同倉庫収入 3,291

広報事業費 778 会館利用収入 5,608
共同売出事業費 1,209 共同駐車場収入 5,907
50 周年記念事業費 4,030 受取賃貸収入 6,755
その他 558 その他 1,191

運営費 役員報酬 1,010 賦課金収入 1,394
給料手当 6,341 補助金収入 538
減価償却費 3,298 事業外収入 受取配当金 572
租税公課 4,084 受取地代 4,028
地代 3,501 雑収入 669
その他 8,793 固定資産売却益 91,529

事業外費 法人税引当金繰入 14,051 その他 44
構築物圧縮記帳損失 3,847 特別利益 50 周年引当金取崩 4,000
土地圧縮記帳損失 33,407
その他 100

当期利益 39,918
合　計 125,526 合　計 125,526

貸借対照表
平成27年３月31日現在 単位：千円

資　産　の　部 金　額 負債及び資本の部 金　額
流動資産 現金 134 流動負債 法人税引当金 14,051

預金 71,134 前受金 683
その他 10 その他 1,171

固定資産 土地 152,196 固定負債 受取保証金 7,800
建物 15,295 退職給与引当金 1,350
その他 9,252 資本 出資金 21,150

投資資産 有価証券 19,000 法定準備金 28,100
その他 1,044 特別積立金 150,000

繰越利益金 3,842
当期利益金 39,918

資産合計 268,065 負債・資本合計 268,065

組合員、賛助会員、地域の企
業さんにも参加して頂き、団
地内の草刈を中心に一斉清掃
を行いました。団地内がとて
も綺麗になりました。ご協力
ありがとうございました。

春の一斉清掃　
５月19日㈫　54名参加

５月に配布したインパチェンス・ペ
チュニア・サルビアが、各組合員さん、
賛助会員さんの玄関に鮮やかな花を咲
かせました。

夏の花壇
プランターの夏花満開　６月

個人優勝 井川　大海（ユダ）[83/グロス]
準優勝 塩入　秀春（デンセン）[95/グロス]
団体優勝 デンセンAチーム
団体準優勝 デンセンBチーム

春季卸団地ゴルフコンペ
４月29日㈬　浅間高原CC　34名参加　

長い期間大変ご苦労された、丸山前理事長と宮下前理事と共に、
歓送迎会が新任の理事・監事を交えて盛大に行われました。
お二人には、桑原理事長より感謝状の贈呈が行われました。
席上で丸山前理事長より、上田市誌全31巻を寄贈していただ
きました。

新旧役員歓送迎会
６月９日㈫　香青軒　

男子優勝　尾芦　直哉（長野県連合青果）
　準優勝　小林　晋太（デンセン）
女子優勝　久保田智絵（卸組合）
　準優勝　児玉　由希（長野県連合青果）

卸団地ボウリング大会
６月16日㈫　上田プラザボウル　55名参加

事業
報告

４月～６月


